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高齢者虐待防止チ ー ム に おける看護マ ネ ジメ ン トと
パ ー トナ ー シ ッ プ
1 . 高齢者虐待防止ネッ トワ ー ク事業実施の背景
松戸市基幹型在宅介護支援セ ンタ ー ≪以下基幹型在介
(現地域包括支援セ ン タ ー )≫は , 平成14年度か らケア マ
ネジ ャ ー (以下 C M) 支援を行 っ て きたが , C M か ら寄
せ られる支援国難事例の 中に高齢者虐待事例が あ っ た ｡
虐待の 把握経路は多岐にわたる こと , ま た虐待の相談内
容は長期にわたる家族の 人間関係, 虐待者の病気, 経済
的な問題な ど複雑で あ っ た ｡ 支援は 一 機関, - 職種 で で
きるもの で はな い と捉え, 情報の 共有と連携が必要と考
え高齢者支援に関わ る各団体 ･ 機関に呼びかけ, 高齢者
虐待防止に関わるしくみの構築が懸案事項であ っ た ｡
2 . 地域保健活動を推進する保健師として市民とのパ ー
トナ ー シ ップをいかに捉えるか
筆者は市民か ら多くの こ とを学びt 市民から学んだも
の を市民に フ ィ ー ド バ ッ ク なが ら, 母子保健から高齢
者保健 t 福祉活動 を展開 して きた ｡ そ の 中で 市民と の
パ ー ト ナ ー シ ッ プ にお い て 大事に し て い る こ とは(むFo r
か らWith へ の 発想の転換, ②市民は生活者と し て の 専
門性を持 っ て い る こ とを認識する, ③市民と行政は町づ
くりにお い て対等な立場で ある, ④市民が力を発揮でき
るしくみ づくりには マネジ メ ン ト機能が必要の 4項目 で
ある｡ ネ ッ ト ワ ー ク 事業 で は, 虐待相談や支援を行 い ,
地区の 実情を把握して い る保健師がそ の 責務を担 っ た ｡
｢人権が尊重され安心 して暮せ る 町づくり｣ にお い て ,
市民と行政は共に (With), 市民 の 特性 (専門性)を活
か し対等な立場で議論し, しくみ を構築しなければ市民
生活に定着 しな い と捉え, ネ ッ ト ワ ー ク 事業にお い て も
パ ー トナ ー シ ッ プの 理念をも っ て 推進した｡
3 . 基幹型在介チ ー ム 内のパ ー トナ ー シ ップとネッ ト
ワ ー ク事業の課題の明確化
事業化にあた っ て , ス タ ッ フ が高齢者虐待防止に主体
的に取り組むため の 意識形成と, 課題 の抽出を目的にブ
レ ー ン ス ト ー ミ ン グを実施 した ｡ チ ー ム が 一 つ の 目標に
向か っ て t 専門職と して , 互 い を尊重し対等な協力関係
で現状と問題を明らかに し, さ ら に課題を抽出し, 先行
研究を参考に課題に対する解決方法を検討した｡ 結果的
に具体的な解決方法を見 い だすことが できた｡ 課題と し
て①虐待の 実態把握, ②虐待を疑う事例 へ の 介入困難,
③関係機関 ･ 市民が虐待の 認識 ･ 知識を共有, の 3項目
を抽出した ｡ 解決方法は①虐待に関する実態調査, ②ア
セ ス メ ン トと支援方法の確立 , ⑨啓発 (情報と知識の提
供, 具体的な行動指針の 提示), ①から⑨を支える しく
みと して , ④パ ー トナ ー シ ッ プ によ る支援シ ス テ ム の構
築の 4項目と した ｡
大 光 房 枝 (松戸市健康福祉本部保健福祉課 給保健師長)
4. 看護マネジメ ントとパ ー トナ ー シ ップで しくみ を構
築
ネ ッ ト ワ ー ク事業予算確保の ため に企画書 を作成 し
た ｡ 企画書には松戸市における高齢者虐待相談の現状と
課題, ネ ッ ト ワ ー ク事業 の 必要性, 先進都市の事例 (横
須賀), 国 ･ 県の 動向, 必要経費 (予算)な どを盛り込
ん だ｡ 企画は16年度の 政策事業 , い わ ゆる市長の 目玉 事
業と して 認められ, 施 政方針の 柱の ひと つ と して , 市長
自ら議会にお い て説明した ｡ こ の 一 連 の作業は正 に ｢ 個
別の ニ ー ズ を 地域 の ニ ー ズ と して 顕在化させ , 政策に反
映させ る｣ もの と考えるが , こ れ こ そ行政に働く保健師
の 専門性と考えて い る ｡ 個別の ニ ー ズ は, 高齢者虐待相
談と支援の実践から把握し, 虐待に閲し潜在化 しやす い
地域の ニ ー ズ を顕在化して きた ｡ しか し, 把握された事
例は氷山の 一 角で あり, 虐待の 予防か ら再発防止まで の
問題解決の 為の しくみ づくりの 必要性が 明らか にな っ
た｡ 政策 - の 反映は具体的な事例か ら市民 ニ ー ズ を明ら
か に し, 市 の事業と して予算計上 し議会の 議決を経る ,
と い っ た手順 を踏む｡ 行政にお ける看護 マ ネジ メ ン ト
は
,
看護職と して の 専門的な知識に加えて , 予算に精通
して い る こ とが要求され る｡
ネ ッ ト ワ ー ク 事業に ふ さわ し い パ ー トナ ー 選 びは, 磨
待事例を把握 しや す い 機関と して C M ･ 民生 委貞等 ,辛
例 へ の 支援を直接行う機関として 介護保険サ ー ビス 事業
者 ･ 医療機関等, 対応指針の ア ド バイ ス (知識や理論の
提供) は学識経験者 ･ 法務局等とし, 計29の 団体 ･ 機関
の 代表者で構成した ｡ 基幹型在介を事務局とし市民 ･ 関
係機関との協働により高齢者虐待の予防から再発防止まで
を目的としたネ ッ トワ ー ク事業を平成16年7月に開始した｡
5 . ネ ッ トワ ー ク事業の成果
成果は①実態調査で ネ ッ ト ワ ー ク の課題の 明確化 , ②
迅速な対応 , ⑨相談件数の 増加, ④事例担当者がネ ッ ト
ワ ー ク に支えられ て い ると い う安心感が 得られた等 で
あ っ た ｡
6 . パ ー トナ ー シ ップの更なる発展のために
パ ー ト ナ ー そ れ ぞれが , 対等性を認識 しパ ー ト ナ ー
個 々 の 課題とチ ー ム と し て の課題を共有し, パ ー ト ナ ー
の 課題解決, チ ー ム と し て の 課題解決が重要である ｡ こ
れ ら の とりくみ に際し看護 マネジ メ ン トは , パ ー ト ナ ー
の 持 つ 力 を最大限 にひきだ し, 市民 ･ 保健 ･ 医療 ･ 福
祉 ･ 法務関係者等が力を出し合 い , 高齢者虐待の 予防か
ら再発防止ま で の 一 連 の しくみが有機的連携をも っ て機
能し, 市民に安寧な生活をもたらすこと に貢献できると
考えて い る｡
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